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 今回は、鈴鹿市での取り組みについて、紹介します。 

                                                                      地域リハ OT 便り vol.5 

              地域リハビリテーション部では、地域に貢献に向け、行政や各種団体 

             からの依頼（講師や委員など）に対応できるよう、各市町に担当部員を 

配置し、連絡、調整を行っています。 

 地域リハＯＴ便りを通じて、地域で活躍する各市町の作業療法士の取り 

組みを紹介します。 

 

令和 ２年 

12 月 

鈴鹿市の OT 活動（鈴鹿市副担当：長太の寄合所「くじら」 佐野佑樹） 

 鈴鹿市には急性期から生活期、精神科病院、また地域包括支援センターで活躍している OT がいま

す。鈴鹿市のOT の地域リハビリテーションとしては、認知症の人の支援に向けて、認知症初期集中支

援チームや認知症カフェの運営（図１）、医療や介護のはなしができるカフェ団体の運営（図２）、多世

代・多業種と協働した認知症カフェ啓発イベント、オレンジフェスティバルの開催（図３）、鈴鹿地区

つどい（図４）など精力的に活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．認知症カフェ（D-カフェ）      図２．医療や介護のはなしができるカフェ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．オレンジフェスティバル      図４．つどいのチラシ（2019 年 

地域ケア会議に出席している OT はいませんが、サロンや個別ケースの相談会から地域課題を見つけ

出し、行政に働きかけるなどの役割を通して地域貢献を目指しています。 

 これからも作業療法士の視点で、鈴鹿市の方々が元気になれる、ふと幸せを感じることができる時間

や場をつくっていきたいと思います。 

   

 


